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▲裏鉄門付近の絵図（津山城資料編から）�

▲裏鉄門から見た枡形内部� 42

津
山
城
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過
程
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鉄
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■
今
年
の
ご
ん
ご
ま
つ
り
で
は
、
花

火
の
写
真
を
上
手
に
撮
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
ま
し
た
。
花
火
が
始
ま

る
前
に
、
三
脚
に
カ
メ
ラ
を
取
り
付

け
る
準
備
を
し
て
い
る
と
、
カ
メ
ラ

を
固
定
す
る
ネ
ジ
が
見
当
た
り
ま

せ
ん
。
結
果
は
当
然
ぶ
れ
た
写
真
に

な
り
ま
し
た
。
道
具
の
チ
ェ
ッ
ク
は

事
前
に
す
る
よ
う
に
、
次
の
担
当
者

に
伝
え
よ
う
。
（
ひ
）

■
私
は
ヘ
ビ
が
大
嫌
い
で
す
。
去
年
、

（
ひ
）
さ
ん
と
（
郁
）
さ
ん
は
川
に
入

っ
て
花
火
の
撮
影
を
し
た
そ
う
で
す
。

「
ヘ
ビ
は
い
な
い
ん
で
す
か
？
」
と

聞
い
た
ら
、
「
遭
っ
た
こ
と
は
な
い

で
ー
」
と
の
こ
と
。
今
年
は
増
水
で

川
に
入
れ
な
か
っ
た
の
で
、
だ
れ
も

ヘ
ビ
に
は
遭
わ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

め
で
た
し
、
め
で
た
し
？
（
ｅ
）

■
タ
バ
コ
の
値
上
げ
と
同
時
に
禁
煙

を
始
め
た
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
私
も
そ
の
１
か
月
前
か

ら
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
何
と
か
続
け

て
い
ま
す
が
、
そ
の
反
動
か
肥
満
度

は
20
台
に
突
入
。
こ
ち
ら
の
管
理

も
た
い
へ
ん
に
な
り
ま
し
た
。
（
郁
）

（８月１日現在）�
人　口　90,111  人（前月比△４）�
　男　　42,959  人（同△８）�
　女　　47,152  人（同＋４）�
世帯数　34,836世帯（同＋14）�

７月中の異動数�

ひ と の 動 き�

固定資産税３期�
国民健康保険料３期�
介護保険料４期�

納期限：９月30日（火）�

今 月 の 納 税 �

出生　  83人、死亡  59人�
転入　221人、転出249人�月�

２００３�

　前回は天守台について検討しました。今
回は本丸から北側の搦手（裏門）口に降り
るところにある「裏鉄門」の枡形部分にあ
る石垣について検討してみます。
　裏鉄門は現在発掘調査をしており、絵図
面のとおり西向きの門で間口４間、奥行２間、
南側が６畳の番所となっていた建物だった
ことが出土した礎石から確認できました。
ただ、この裏鉄門は文化６年（1809）の火
災以降に作成された絵図面には描かれてお
らず、火災後には再建されなかったようです。
　ところで、現在裏鉄門の跡地に立ってみ
ると、正面の石垣が上下二段になっている
ことに気付きます。

　左手の石垣は正面の石垣より高いにもか
かわらず、一段で築かれています。しかも
写真では分かりにくいのですが、上下は平
行ではなく、上段と下段の石垣の間にある
平坦面は三角形状になっており、互いの面
が平行ではありません。裏鉄門の礎石の配
置と平行なのは上段の石垣であり、本来は
上段の石垣がそのまま下まで伸びていて、
裏鉄門の枡形を構成していたと考えるのが
妥当です。にもかかわらず、わざわざ上段
に対して斜め方向に伸びる下段石垣を付け
足したのはなぜでしょうか？

　現地を見ているだけではなかなか疑問は
解けませんが、絵図面をよく見るときちん
と答えが描いてありました。

　上の絵図面を見てください。色の濃い部
分が建物です。左上の建物が裏鉄門です。
その右手の建物は本丸御殿の最も北に位置
する「小書院」です。この小書院の西面（絵
図面では左側）が現在問題にしている場所
です。絵図面と現況の石垣とで比較してみ
ると、小書院の西側の柱列は下段石垣のラ
インと一致しています。さらに小書院の北
西角には「梯子上リ口」という記載があり
ます。これは小書院すなわち本丸の段から
下段石垣の上面に降りる梯子なのです。上
段と下段のラインに挟まれた部分がいわば
地下室のような形になっていたのです。言
い換えるなら、本丸御殿が枡形内にはみ出
す形で建てられており、その柱を支えるた
めに下段の石垣を築き、さらに上段石垣と
の間の空間を、地下室としているのです。
　御殿が枡形にはみ出すような構造は通常
では考えられず、地形の制限により本丸に
十分な広さが確保できないが故の苦肉の策
と思われます。
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